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近年免疫チェックポイント阻害剤が消化管癌の日常診療で用いられるように

なった。胃癌や食道癌では、初回化学療法としてニボルマブ/ペムブロリズマブ

併用レジメンが標準治療となり、食道癌ではニボルマブ＋イピリムマブの免疫

チェックポイント阻害剤 2 剤併用も選択可能となった。一方、大腸癌では MSI-

High と限られた集団に有効性が確認されている。消化管癌に免疫治療を行うに

あたり、患者選択や副作用マネジメントなどの諸課題について討論したい。 


